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日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

２５

規

則

○
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
総
務
局
人
事
部
制
度
企
画
課
）…
�

○
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
生
活
文
化
局
都
民
生
活
部
管
理
法
人
課
）…
�

○
東
京
都
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
自
然
環
境
部
緑
環
境
課
）…
�

○
東
京
都
立
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…（
建
設
局
公
園
緑
地
部
公
園
課
）…
�

○
東
京
都
霊
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
海
上
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
港
湾
局
臨
海
開
発
部
海
上
公
園
課
）…
�

○
特
別
区
の
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
東
京
消
防
庁
企
画
調
整
部
企
画
課
）…
�

規

則

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
八
十
八
号

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
九
年
東
京
都
規
則
第
五
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
令
和
二
年
東
京
都
条
例
第
六
十
二
号
」
を
「
令
和
三
年
東
京
都
条
例
第
五
十
号
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
三
千
円
」
を
「
五
千
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
二
千
円
」
を
「
三

千
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
項
の
規
定
は
、

令
和
三
年
一
月
八
日
（
以
下
「
適
用
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

適
用
日
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
支
給
す
る

こ
と
と
な
っ
た
特
殊
勤
務
手
当
で
、
適
用
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

（
二
暦
日
に
わ
た
る
勤
務
の
取
扱
い
）

３

改
正
後
の
規
則
の
規
定
は
、
二
暦
日
に
わ
た
る
勤
務
に
あ
っ
て
は
、
適
用
日
以
後
に
始
ま
る
勤
務

か
ら
適
用
し
、
適
用
日
前
か
ら
始
ま
る
勤
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
防
疫
等
業
務
手
当
の
内
払
）

４

改
正
前
の
規
則
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に

よ
り
防
疫
等
業
務
手
当
を
支
給
さ
れ
た
職
員
で
、
改
正
後
の
規
則
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
防
疫
等
業
務
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
と
な

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
規
則
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
改
正

前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
た
防
疫
等
業
務
手
当
は
、
改
正
後
の
規
則
附
則
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
防
疫
等
業
務
手
当
の
内
払
と
み
な

す
。
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特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
八
十
九
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
二
中
「第

１０条
第
３
項

」
を
「第

１０条
第
４
項

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
施

行
に
関
す
る
規
則
別
記
第
一
号
様
式
の
二
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正

を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
九
十
号

東
京
都
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
使
用
料
）

第
五
十
八
条
の
二

条
例
第
五
十
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
使
用
料
の
額
は
、
別

表
第
五
の
と
お
り
と
す
る
。

２

前
項
の
使
用
料
は
、
条
例
第
五
十
三
条
の
承
認
の
際
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
知
事
が
指
定
し
た
日
時
に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

（
予
納
金
）

第
五
十
八
条
の
三

条
例
第
五
十
三
条
の
二
第
三
項
の
予
納
金
は
、
使
用
の
申
請
の
際
に
徴
収
す
る
。

第
六
十
一
条
中
「
第
五
十
八
条
」
の
下
に
「
、
第
五
十
八
条
の
三
」
を
加
え
る
。

別
表
第
三

二
の
項
中
「
二
万
三
百
円
」
を
「
一
万
八
千
百
円
」
に
、
「
九
千
八
百
円
」
を
「
七
千

六
百
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
保
育
所
そ
の
他
の
社
会
福
祉
施
設
の
項
中
「
九
十
二
円
」
を
「
九
十
四
円
」
に
改
め
、
同

表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
五
（
第
五
十
八
条
の
二
関
係
）

一

有
料
施
設
の
使
用
料

㈠

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

名
称

単
位

使
用
料

東
京
都
立
大
島
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

一
箇
所
一
回
（
一
時
間
以
内
）

四
百
円

㈡

宿
泊
施
設

名
称

種
別

単
位

使
用
料

東
京
都
立
大
島

公
園
海
の
ふ
る

さ
と
村

セ
ン
ト
ラ
ル

ロ
ッ
ジ

一
般

一
人
一
泊

二
千
円

小
学
生
及
び
中
学
生

千
六
百
円

学
齢
に
達
し
な
い
者
（
一
ベ

ッ
ド
使
用
の
場
合
）

八
百
円

キ
ャ
ン
プ
場

デ
ッ
キ
テ
ン

ト
サ
イ
ト

一
般

一
人
一
泊

三
百
円

小
学
生
及
び

中
学
生

百
五
十
円

フ
リ
ー
テ
ン

ト
サ
イ
ト

一
般

二
百
円

小
学
生
及
び

中
学
生

百
円

二

有
料
用
具
の
使
用
料

種
別

種
類

単
位

使
用
料

デ
ッ
キ

テ
ン
ト

東
京
都
立
大
島
公
園
海
の
ふ
る
さ
と
村
キ
ャ
ン
プ
場
内

に
お
い
て
使
用
す
る
場
合

一
組
一
泊

四
千
円

フ
リ
ー

テ
ン
ト

東
京
都
立
大
島
公
園
海
の
ふ
る
さ
と
村
キ
ャ
ン
プ
場
内

に
お
い
て
使
用
す
る
場
合

一
組
一
泊

二
千
円
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毛
布

東
京
都
立
大
島
公
園
海
の
ふ
る
さ
と
村
キ
ャ
ン
プ
場
内

に
お
い
て
使
用
す
る
場
合

一
枚
一
泊

二
百
円

別
記
第
一
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑻
ま
で
を
⑵
か
ら
⑺
ま
で
と
し
、

同
様
式
()裏
備
考
２
⑼
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑼
を
⑻
と
し
、
⑽
を

⑼
と
す
る
。

別
記
第
二
号
様
式
()裏
中
備
考
１
を
削
り
、
備
考
２
を
備
考
１
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
３
中
「進

ち
ょ

く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
備
考
３
を
備
考
２
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
４
中
「、

抹
消

」

を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
備
考
４
を
備
考
３
と
す
る
。

別
記
第
三
号
様
式
()裏
中
備
考
１
を
削
り
、
備
考
２
を
備
考
１
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
３
中
「、

抹

消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
備
考
３
を
備
考
２
と
す
る
。

別
記
第
四
号
様
式
()裏
中
備
考
１
を
削
り
、
備
考
２
を
備
考
１
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
３
中
「、

抹

消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
備
考
３
を
備
考
２
と
す
る
。

別
記
第
五
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑹
ま
で
を
⑵
か
ら
⑸
ま
で
と
し
、

同
様
式
()裏
備
考
２
⑺
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑺
を
⑹
と
す
る
。

別
記
第
六
号
様
式
()裏
中
備
考
１
を
削
り
、
備
考
２
を
備
考
１
と
し
、
備
考
３
を
備
考
２
と
し
、
備
考

４
を
備
考
３
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
５
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
備
考
５
を

備
考
４
と
す
る
。

別
記
第
七
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
を
⑵
と
し
、
⑷
を
⑶
と
し
、
同
様
式

()裏
備
考
２
⑸
中
「、

抹
消

」
を
「抹
消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑸
を
⑷
と
す
る
。

別
記
第
八
号
様
式
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
同
様
式
備
考
２
⑶
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
２
中
⑶
を
⑵
と
す
る
。

別
記
第
九
号
様
式
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
同
様
式
備
考
２
⑶
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
２
中
⑶
を
⑵
と
す
る
。

別
記
第
十
号
様
式
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
同
様
式
備
考
２
⑶
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
２
中
⑶
を
⑵
と
す
る
。

別
記
第
十
一
号
様
式
()裏
中
備
考
１
を
削
り
、
備
考
２
を
備
考
１
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
３
中
「す

べ

て

」
を
「全

て

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
備
考
３
を
備
考
２
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
４
中
「、

抹
消

」

を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
備
考
４
を
備
考
３
と
す
る
。

別
記
第
十
二
号
様
式
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
同
様
式
備
考
２
⑶
中
「、

抹
消

」
を

「抹
消

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
２
中
⑶
を
⑵
と
す
る
。

別
記
第
十
三
号
様
式
中
備
考
１
を
削
り
、
備
考
２
を
備
考
１
と
し
、
同
様
式
備
考
３
中
「、

抹
消

」

を
「抹
消

」
に
改
め
、
同
様
式
中
備
考
３
を
備
考
２
と
す
る
。

別
記
第
十
四
号
様
式
中
備
考
１
を
削
り
、
備
考
２
を
備
考
１
と
し
、
備
考
３
を
備
考
２
と
し
、
同
様

式
備
考
４
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
中
備
考
４
を
備
考
３
と
す
る
。

別
記
第
十
五
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑹
ま
で
を
⑵
か
ら
⑸
ま
で
と

し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑺
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑺
を
⑹
と
し
、

同
様
式
()裏
備
考
２
⑻
中
「不

用

」
を
「不

要

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑻
を
⑺
と
す
る
。

別
記
第
十
六
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑹
ま
で
を
⑵
か
ら
⑸
ま
で
と

し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑺
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑺
を
⑹
と
し
、

⑻
を
⑺
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑼
中
「不

用

」
を
「不

要

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑼
を
⑻

と
す
る
。

別
記
第
十
七
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑻
ま
で
を
⑵
か
ら
⑺
ま
で
と

し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑼
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑼
を
⑻
と
し
、

同
様
式
()裏
備
考
２
⑽
中
「不

用

」
を
「不

要

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑽
を
⑼
と
す
る
。

別
記
第
十
八
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
を
⑵
と
し
、
⑷
を
⑶
と
し
、
同
様

式
()裏
備
考
２
⑸
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑸
を
⑷
と
し
、
同
様
式

()裏
備
考
２
⑹
中
「不

用

」
を
「不

要

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑹
を
⑸
と
す
る
。

別
記
第
十
九
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑸
ま
で
を
⑵
か
ら
⑷
ま
で
と

し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑹
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑹
を
⑸
と
し
、

同
様
式
()裏
備
考
２
⑺
中
「不

用

」
を
「不

要

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑺
を
⑹
と
す
る
。

別
記
第
二
十
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑸
ま
で
を
⑵
か
ら
⑷
ま
で
と

し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑹
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑹
を
⑸
と
し
、

⑺
を
⑹
と
す
る
。

別
記
第
二
十
一
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑹
ま
で
を
⑵
か
ら
⑸
ま
で

と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑺
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑺
を
⑹
と
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し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑻
中
「不

用
の
文
字
は
、

」
を
「不

要
の
文
字
は

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考

２
中
⑻
を
⑺
と
す
る
。

別
記
第
二
十
二
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑸
ま
で
を
⑵
か
ら
⑷
ま
で

と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑹
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑹
を
⑸
と

し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑺
中
「不

用
の
文
字
は
、

」
を
「不

要
の
文
字
は

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考

２
中
⑺
を
⑹
と
す
る
。

別
記
第
二
十
三
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
を
⑵
と
し
、
⑷
を
⑶
と
し
、
同

様
式
()裏
備
考
２
⑸
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑸
を
⑷
と
し
、
同
様

式
()裏
備
考
２
⑹
中
「不

用
の
文
字
は
、

」
を
「不

要
の
文
字
は

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑹
を

⑸
と
す
る
。

別
記
第
二
十
四
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
を
⑵
と
し
、
⑷
を
⑶
と
し
、
同

様
式
()裏
備
考
２
⑸
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗
」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑸
を
⑷
と
し
、
同
様

式
()裏
備
考
２
⑹
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑹
を
⑸
と
す
る
。

別
記
第
二
十
五
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑵
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」

に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
を
⑵
と
し
、
⑷
を
⑶
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑸
中

「進
ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑸
を
⑷
と
す
る
。

別
記
第
二
十
六
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
を
⑵
と
し
、
⑷
を
⑶
と
し
、
同

様
式
()裏
備
考
２
⑸
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑸
を
⑷
と
し
、
同
様

式
()裏
備
考
２
⑹
中
「不

用
の
文
字
は
、

」
を
「不
要
の
文
字
は

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑹
を

⑸
と
す
る
。

別
記
第
二
十
七
号
様
式
()裏
備
考
１
中
「す

べ
て

」
を
「全

て

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を

削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
を
⑵
と
し
、
⑷
を
⑶
と
す
る
。

別
記
第
二
十
八
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑶
中
「、

抹

消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑶
を
⑵
と
す
る
。

別
記
第
二
十
九
号
様
式
備
考
及
び
第
三
十
号
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考

記
入
事
項
及
び
添
付
図
面
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
に
つ
き
、
別
記
第
１
５
号
様
式
か

ら
第
２
６
号
様
式
ま
で
に
準
ず
る
こ
と
。
た
だ
し
、
「
行
為
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
」
欄
及
び

「
予
定
日
」
の
う
ち
「
着
手
」
欄
は
必
要
と
し
な
い
。

別
記
第
三
十
一
号
様
式
中
備
考
１
を
削
り
、
備
考
２
を
備
考
１
と
し
、
備
考
３
を
備
考
２
と
す
る
。

別
記
第
三
十
二
号
様
式
中
備
考
１
を
削
り
、
備
考
２
を
備
考
１
と
し
、
備
考
３
を
備
考
２
と
す
る
。

別
記
第
三
十
三
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑹
ま
で
を
⑵
か
ら
⑸
ま
で

と
す
る
。

別
記
第
三
十
四
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
か
ら
⑹
ま
で
を
⑵
か
ら
⑸
ま
で

と
す
る
。

別
記
第
三
十
五
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
を
⑵
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
２

⑷
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑷
を
⑶
と
す
る
。

別
記
第
三
十
六
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
⑶
を
⑵
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
２

⑷
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑷
を
⑶
と
す
る
。

別
記
第
三
十
七
号
様
式
()裏
備
考
２
中
⑴
を
削
り
、
⑵
を
⑴
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
２
⑶
中
「、

抹

消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
備
考
２
中
⑶
を
⑵
と
す
る
。

別
記
第
三
十
八
号
様
式
()裏
中
備
考
１
を
削
り
、
備
考
２
を
備
考
１
と
し
、
同
様
式
()裏
備
考
３
中
「、

抹
消

」
を
「抹

消

」
に
改
め
、
同
様
式
()裏
中
備
考
３
を
備
考
２
と
す
る
。

別
記
第
三
十
九
号
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
四
十
号
様
式
中

「

（
備
考
）

１
「
氏
名
」
欄
に
は
、
記
名
押
印
又
は
署
名
を
す
る
こ
と
。

２
不
要
の
文
字
は
、
抹
消
す
る
こ
と
。

」
を

「

備
考不
要
の
文
字
は
抹
消
す
る
こ
と
。

」
に
改
め
る
。

別
記
第
四
十
一
号
様
式
備
考
及
び
第
四
十
二
号
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考不
要
の
文
字
は
抹
消
す
る
こ
と
。

別
記
第
四
十
三
号
様
式
備
考
を
削
る
。

別
記
第
四
十
四
号
様
式
備
考
及
び
第
四
十
五
号
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考
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不
要
の
文
字
は
抹
消
す
る
こ
と
。

別
記
第
四
十
六
号
様
式
備
考
を
削
る
。

別
記
第
四
十
七
号
様
式
中
「利

用
料
金

」
を
「使

用
料
又
は

利
用
料
金

」
に
改
め
、

「

備
考「
氏
名
」
欄
に
は
、
記
名
押
印
又
は
署
名
を
す
る
こ
と
。

」
を
削
る
。

別
記
第
四
十
八
号
様
式
中
「利

用
料
金

」
を
「使

用
料
又
は

利
用
料
金

」
に
改
め
、
「印

」
を
削
る
。

別
記
第
五
十
号
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考添
付
書
類

１
場
所
を
示
す
図
面

２
工
程
表

３
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
等

４
他
の
法
令
及
び
東
京
都
自
然
公
園
条
例
第
１
２
条
第
１
項
に
よ
る
許
可
等
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
当
該
許
可
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

別
記
第
五
十
一
号
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考不
要
の
文
字
は
抹
消
す
る
こ
と
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
四
十

六
号
様
式
ま
で
の
改
正
規
定
、
第
四
十
七
号
様
式
及
び
第
四
十
八
号
様
式
（
「利

用
料
金

」
を
「使利

用
料
又
は

用
料
金

」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。
）
の
改
正
規
定
並
び
に
第
五
十
号
様
式
及
び
第
五
十
一
号
様

式
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
以
下

「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
既
に
納
付
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
の
規
則
の
施

行
の
日
以
後
の
使
用
又
は
占
用
に
係
る
使
用
料
又
は
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
旧
規
則
別
記
第
一
号
様
式
か
ら
第
四
十
八
号
様
式
ま
で
、
第
五
十
号
様

式
及
び
第
五
十
一
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
立
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
九
十
一
号

東
京
都
立
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
立
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

条
例
第
九
条
第
三
項
の
東
京
都
規
則
で
定
め
る
額
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

第
四
条
第
四
項
中
「
第
一
項
及
び
前
項
」
を
「
条
例
第
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
占
用
料
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
」
を
「
条

例
第
十
四
条
第
二
項
の
占
用
料
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
四
項
の
規
定
を
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二

一
の
項
中
「
百
七
円
」
を
「
百
六
円
」
に
、
「
百
九
十
二
円
」
を
「
百
八
十
六

円
」
に
、
「
二
百
十
三
円
」
を
「
二
百
十
円
」
に
、
「
二
百
三
十
六
円
」
を
「
二
百
三
十
一
円
」
に
改

め
、
同
表
二
の
部
㈠
の
項
中
「
二
百
八
十
八
万
八
千
六
百
円
」
を
「
二
百
七
十
二
万
九
千
二
百
円
」
に
、

「
六
十
一
万
九
千
円
」
を
「
六
十
一
万
五
千
八
百
円
」
に
、
「
十
八
万
九
千
七
百
円
」
を
「
十
八
万
八

千
五
百
円
」
に
、
「
二
十
五
万
二
千
百
円
」
を
「
二
十
五
万
一
千
三
百
円
」
に
、
「
十
二
万
六
千
三
百

円
」
を
「
十
二
万
五
千
六
百
円
」
に
、
「
二
十
一
万
八
千
八
百
円
」
を
「
十
八
万
四
千
二
百
円
」
に
、

「
五
万
一
千
六
百
円
」
を
「
四
万
二
千
九
百
円
」
に
、
「
十
八
万
八
千
六
百
円
」
を
「
十
五
万
四

百
円
」
に
、
「
三
万
二
千
三
百
円
」
を
「
二
万
七
千
六
百
円
」
に
、
「
三
万
三
千
二
百
円
」
を
「
三
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万
一
千
七
百
円
」
に
、
「
五
十
四
万
九
千
七
百
円
」
を
「
四
十
五
万
七
千
二
百
円
」
に
、
「
八
十
一
万

二
千
四
百
円
」
を
「
七
十
四
万
三
千
二
百
円
」
に
、
「
四
十
五
万
三
千
七
百
円
」
を
「
三
十
九
万
六
千

八
百
円
」
に
、
「
四
万
三
千
四
百
円
」
を
「
二
万
八
千
三
百
円
」
に
、
「
二
万
一
千
七
百
円
」
を
「
一

万
八
千
三
百
円
」
に
、
「
十
三
万
五
千
九
百
円
」
を
「
六
万
五
千
七
百
円
」
に
、
「
十
四
万
三
千
八
百

円
」
を
「
五
万
四
千
円
」
に
、
「
二
十
五
万
二
千
三
百
円
」
を
「
二
十
四
万
六
千
七
百
円
」
に
、
「
三

十
二
万
一
千
二
百
円
」
を
「
二
十
七
万
九
千
九
百
円
」
に
、
「
二
十
二
万
七
千
五
百
円
」
を
「
十
九
万

一
千
五
百
円
」
に
、
「
八
万
四
千
三
百
円
」
を
「
四
万
八
千
円
」
に
、
「
二
十
二
万
八
千
四
百
円
」
を

「
十
六
万
九
千
七
百
円
」
に
、
「
二
十
七
万
二
千
五
百
円
」
を
「
二
十
一
万
二
百
円
」
に
、
「
五
十
一

万
七
百
円
」
を
「
四
十
三
万
九
千
二
百
円
」
に
、
「
三
十
三
万
一
千
六
百
円
」
を
「
三
十
一
万
四
千
五

百
円
」
に
、
「
二
十
九
万
七
千
三
百
円
」
を
「
二
十
六
万
九
千
六
百
円
」
に
、
「
一
万
一
千
四
百
円
」

を
「
一
万
八
百
円
」
に
、
「
七
万
六
百
円
」
を
「
四
万
三
千
八
百
円
」
に
、
「
十
八
万
一
千
五
百
円
」

を
「
十
二
万
九
千
七
百
円
」
に
、
「
五
万
六
千
四
百
円
」
を
「
二
万
九
千
四
百
円
」
に
、
「
十
九
万
七

千
四
百
円
」
を
「
十
六
万
六
千
七
百
円
」
に
、
「
百
二
十
三
万
五
千
七
百
円
」
を
「
百
十
三
万
八
千
三

百
円
」
に
、
「
九
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
三
百
円
」
に
、
「

十
八
万
九
千
百
円

を

十
二
万
三
千
六
百
円
」

「
十
七
万
七
千
五
百
円

に
、
「
二
十
二
万
二
千
八
百
円
」
を
「
十
二
万
九
千
五
百
円
」
に
、

七
万
一
千
八
百
円
」

「
二
十
五
万
四
千
六
百
円

を
「
十
六
万
七
千
五
百
円

に
、
「
六
万
九
千
百
円
」
を
「
六
万
六

十
二
万
三
千
六
百
円
」

十
万
二
千
八
百
円
」

百
円
」
に
、
「
十
万
二
千
七
百
円
」
を
「
九
万
五
千
円
」
に
、
「
六
万
三
千
八
百
円
」
を
「
四
万
二
千

九
百
円
」
に
、
「
六
万
七
千
三
百
円
」
を
「
四
万
三
千
八
百
円
」
に
、
「
三
万
二
千
四
百
円
」
を
「
二

万
三
千
八
百
円
」
に
、
「
三
十
一
万
五
千
九
百
円
」
を
「
十
五
万
二
千
九
百
円
」
に
、
「
十
四
万
二
千

七
百
円
」
を
「
九
万
七
千
三
百
円
」
に
、
「
二
十
万
六
千
九
百
円
」
を
「
十
六
万
三
千
五
百
円
」
に
、

「
二
万
七
千
円
」
を
「
一
万
三
千
二
百
円
」
に
、
「
二
万
八
千
百
円
」
を
「
一
万
三
千
九
百
円
」
に
、

「
六
万
三
千
九
百
円
」
を
「
二
万
円
」
に
、
「
五
万
四
千
三
百
円
」
を
「
二
万
円
」
に
、
「
十
九
万
七

千
六
百
円
」
を
「
十
一
万
三
千
七
百
円
」
に
、
「
十
三
万
八
千
五
百
円
」
を
「
十
一
万
八
千
五
百
円
」

に
改
め
、
同
部
㈡
の
項
中
「
二
百
五
十
一
万
九
千
五
百
円
」
を
「
二
百
六
十
二
万
一
千
百
円
」
に
、

「
百
五
十
七
万
七
千
八
百
円
」
を
「
百
五
十
四
万
一
千
八
百
円
」
に
、
「
二
十
八
万
七
百
円
」
を
「
二

十
六
万
二
千
四
百
円
」
に
、
「
百
五
十
一
万
一
千
二
百
円
」
を
「
百
三
十
三
万
三
百
円
」
に
、
「
百
二

十
五
万
二
千
二
百
円
」
を
「
百
七
万
一
千
円
」
に
、
「
百
四
十
八
万
一
千
九
百
円
」
を
「
百
四
十
三
万

五
千
九
百
円
」
に
、
「
八
十
九
万
円
」
を
「
八
十
三
万
三
千
百
円
」
に
、
「
二
万
八
千
円
」
を
「
一
万

七
千
四
百
円
」
に
、
「
三
十
九
万
五
千
三
百
円
」
を
「
二
十
四
万
六
千
二
百
円
」
に
、
「
六
十
四
万
二

百
円
」
を
「
四
十
八
万
四
千
七
百
円
」
に
、
「
八
十
六
万
四
千
三
百
円
」
を
「
七
十
一
万
八
千
四
百

円
」
に
、
「
三
十
九
万
七
千
五
百
円
」
を
「
三
十
七
万
四
千
百
円
」
に
改
め
、
同
部
㈢
の
項
中
「
二
万

八
千
五
百
円
」
を
「
二
万
二
千
八
百
円
」
に
、
「
八
万
二
千
円
」
を
「
五
万
八
千
七
百
円
」
に
、
「
二

万
四
百
円
」
を
「
一
万
四
千
九
百
円
」
に
、
「
一
万
九
千
七
百
円
」
を
「
一
万
八
千
七
百
円
」
に
、

「
二
万
六
千
円
」
を
「
一
万
三
千
八
百
円
」
に
、
「
二
万
四
千
三
百
円
」
を
「
一
万
一
千
四
百
円
」
に
、

「
七
万
八
千
五
百
円
」
を
「
四
万
四
千
四
百
円
」
に
、
「
九
万
八
千
九
百
円
」
を
「
三
万
一
千
五
百

円
」
に
改
め
、
同
部
㈣
の
項
中
「
八
十
二
万
六
千
円
」
を
「
七
十
二
万
三
百
円
」
に
、
「
十
八
万
二
千

九
百
円
」
を
「
十
六
万
八
千
四
百
円
」
に
、
「
二
十
九
万
六
千
円
」
を
「
二
十
四
万
三
千
百
円
」
に
、

「
五
十
二
万
八
千
三
百
円
」
を
「
四
十
七
万
七
千
円
」
に
改
め
、
同
部
㈤
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

㈤

ラ
イ
オ
ン
観
覧
施
設

名

称

設
定
数

単

位

金

額

多
摩
動
物
公
園
ラ
イ
オ
ン
観
覧
施
設

一

一
箇
所
一
月

七
十
五
万
二
千
七
百
円

別
表
第
二

二
の
部
㈥
の
項
中
「
七
百
七
十
三
万
二
千
三
百
円
」
を
「
七
百
六
十
七
万
四
千
四
百

円
」
に
、
「
五
百
八
十
九
万
七
千
百
円
」
を
「
五
百
八
十
三
万
六
千
三
百
円
」
に
、
「
四
百
二
十
四
万

六
百
円
」
を
「
四
百
二
十
万
三
千
三
百
円
」
に
、
「
三
百
七
万
三
千
七
百
円
」
を
「
三
百
七
万
三
千
六

百
円
」
に
、
「
二
百
二
十
九
万
六
千
円
」
を
「
二
百
二
十
九
万
二
千
三
百
円
」
に
、
「
三
十
一
万
一
千

九
百
円
」
を
「
三
十
万
八
千
九
百
円
」
に
、
「
三
百
十
八
万
三
千
二
百
円
」
を
「
三
百
十
七
万
五
百

円
」
に
、
「
二
百
二
十
八
万
八
千
八
百
円
」
を
「
二
百
二
十
八
万
一
千
七
百
円
」
に
、
「
九
十
一
万
五

千
二
百
円
」
を
「
九
十
万
三
千
七
百
円
」
に
、
「
七
百
二
十
五
万
七
千
二
百
円
」
を
「
七
百
二
十
一
万

九
千
三
百
円
」
に
、
「
四
百
三
十
三
万
六
千
七
百
円
」
を
「
四
百
三
十
三
万
五
百
円
」
に
、
「
百
二
十
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三
万
三
百
円
」
を
「
百
二
十
三
万
百
円
」
に
、
「
六
百
三
十
二
万
五
千
六
百
円
」
を
「
六
百
二
十
八
万

九
千
二
百
円
」
に
、
「
四
十
六
万
五
千
五
百
円
」
を
「
四
十
六
万
三
千
二
百
円
」
に
、
「
七
十
九
万
六

千
三
百
円
」
を
「
七
十
八
万
六
千
八
百
円
」
に
、
「
八
十
六
万
二
千
三
百
円
」
を
「
八
十
五
万
三
千
二

百
円
」
に
、
「
七
十
一
万
七
千
七
百
円
」
を
「
七
十
万
三
千
四
百
円
」
に
、
「
五
十
万
五
千
八
百
円
」

を
「
五
十
万
五
千
円
」
に
、
「
四
十
九
万
四
千
円
」
を
「
四
十
九
万
九
百
円
」
に
、
「
九
十
七
万
六
百

円
」
を
「
九
十
五
万
一
千
円
」
に
、
「
百
十
一
万
五
千
百
円
」
を
「
百
十
万
八
千
二
百
円
」
に
、
「
四

百
七
十
六
万
四
千
六
百
円
」
を
「
四
百
七
十
四
万
七
百
円
」
に
、
「
百
八
十
五
万
四
千
百
円
」
を
「
百

八
十
四
万
九
百
円
」
に
、
「
百
三
十
八
万
八
千
七
百
円
」
を
「
百
三
十
四
万
四
百
円
」
に
、
「
五
十
四

万
六
千
九
百
円
」
を
「
五
十
四
万
四
千
九
百
円
」
に
、
「
七
十
四
万
七
千
六
百
円
」
を
「
七
十
二
万
八

千
円
」
に
、
「
五
十
万
五
千
三
百
円
」
を
「
四
十
九
万
五
千
四
百
円
」
に
、
「
二
百
三
十
三
万
四
千
百

円
」
を
「
二
百
三
十
一
万
六
千
七
百
円
」
に
、
「
三
十
二
万
一
千
七
百
円
」
を
「
三
十
一
万
二
千
三
百

円
」
に
、
「
五
十
一
万
三
百
円
」
を
「
五
十
万
四
千
五
百
円
」
に
、
「
七
十
三
万
八
千
六
百
円
」
を

「
七
十
二
万
八
千
五
百
円
」
に
、
「
四
百
一
万
六
千
七
百
円
」
を
「
三
百
九
十
三
万
八
千
八
百
円
」
に
、

「
三
十
二
万
六
千
六
百
円
」
を
「
二
十
九
万
五
百
円
」
に
、
「
五
十
三
万
二
千
五
百
円
」
を
「
五
十
二

万
一
千
円
」
に
、
「
百
六
十
二
万
八
千
百
円
」
を
「
百
六
十
一
万
六
千
二
百
円
」
に
、
「
五
百
六
十
九

万
五
千
四
百
円
」
を
「
五
百
六
十
二
万
二
千
四
百
円
」
に
、
「
六
十
六
万
一
千
六
百
円
」
を
「
六
十
六

万
三
百
円
」
に
、
「
七
十
一
万
七
百
円
」
を
「
七
十
万
四
千
二
百
円
」
に
、
「
百
八
十
五
万
七
千
百

円
」
を
「
百
八
十
三
万
九
千
百
円
」
に
、
「
二
百
四
十
九
万
七
千
百
円
」
を
「
二
百
四
十
七
万
九
千
四

百
円
」
に
、
「
百
十
六
万
六
千
四
百
円
」
を
「
百
十
五
万
四
千
八
百
円
」
に
、
「
二
百
六
十
七
万
二
千

百
円
」
を
「
二
百
六
十
五
万
八
百
円
」
に
、
「
百
二
十
二
万
四
千
五
百
円
」
を
「
百
二
十
一
万
九
千
五

百
円
」
に
、
「
二
百
六
十
六
万
六
千
二
百
円
」
を
「
二
百
六
十
五
万
円
」
に
、
「
三
百
七
十
八
万
八
千

八
百
円
」
を
「
三
百
七
十
七
万
五
千
七
百
円
」
に
、
「
九
十
五
万
六
百
円
」
を
「
九
十
四
万
九
千
九
百

円
」
に
、
「
百
九
十
六
万
五
千
六
百
円
」
を
「
百
九
十
五
万
六
千
百
円
」
に
、
「
三
十
一
万
二
千
六
百

円
」
を
「
三
十
万
五
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
部
㈦
の
項
中
「
二
十
九
万
三
千
七
百
円
」
を
「
二
十
八

万
三
百
円
」
に
改
め
、
同
部
㈧
の
項
中
「
四
万
七
百
円
」
を
「
三
万
九
千
八
百
円
」
に
、
「
五
千
七
百

円
」
を
「
四
千
円
」
に
、
「
四
千
二
百
円
」
を
「
二
千
二
百
円
」
に
改
め
、
同
部
㈨
の
項
中
「
二
十
二

万
四
千
二
百
円
」
を
「
二
十
一
万
九
千
四
百
円
」
に
、
「
十
六
万
八
千
五
百
円
」
を
「
十
六
万
三
千
百

円
」
に
、
「
八
万
四
千
五
百
円
」
を
「
七
万
六
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
部
㈩
の
項
中
「
二
十
六
万
六

千
九
百
円
」
を
「
二
十
五
万
七
千
五
百
円
」
に
、
「
十
五
万
二
千
円
」
を
「
十
四
万
五
千
六
百
円
」
に
、

「
六
万
二
千
円
」
を
「
五
万
六
千
五
百
円
」
に
、
「
二
百
二
万
五
千
円
」
を
「
百
九
十
八
万
六
千
九
百

円
」
に
、
「
二
十
九
万
七
千
五
百
円
」
を
「
二
十
三
万
六
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
部
十一
の
項
中
「
三

百
十
三
万
三
千
三
百
円
」
を
「
二
百
九
十
五
万
五
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三

一
の
項
中
「
千
百
四
十
六
円
」
を
「
千
百
四
十
九
円
」
に
、
「
八
百
十
九
円
」
を
「
八

百
二
十
円
」
に
、
「
二
百
四
円
」
を
「
二
百
五
円
」
に
、
「
五
百
十
二
円
」
を
「
五
百
十
三
円
」
に
、

「
千
二
十
四
円
」
を
「
千
二
十
六
円
」
に
、
「
四
百
九
円
」
を
「
四
百
十
円
」
に
、
「
第
十
七
条
各

号
」
を
「
第
十
八
条
各
号
、
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
各
号
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
八
千
百
九

十
二
円
」
を
「
八
千
二
百
八
円
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
霊
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
九
十
二
号

東
京
都
霊
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
霊
園
条
例
施
行
規
則
（
平
成
五
年
東
京
都
規
則
第
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
一
中
「
百
七
十
万
一
千
円
」
を
「
百
七
十
万
四
千
円
」
に
、
「
六
十
六
万
円
」
を
「
六
十
四

万
八
千
円
」
に
、

「
樹
林
型
合
葬

埋
蔵
施
設

小
平
霊
園

遺
骨

一
体
に
つ
き

十
三
万
四
千
円

を

粉
状
遺
骨

四
万
四
千
円
」

「
樹
林
型
合
葬

埋
蔵
施
設

多
磨
霊
園

一
号
基
（
遺

骨
）

一
体
に
つ
き

九
万
一
千
円

に
、

一
号
基
（
粉
状

遺
骨
）

三
万
円
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小
平
霊
園

遺
骨

十
三
万
四
千
円

粉
状
遺
骨

四
万
四
千
円
」

「
十
七
万
四
千
円
」
を
「
十
五
万
四
千
円
」
に
、

「
十
三
万
一
千
円

を
「
十
一
万
六
千
円

に
、

八
万
五
千
円

七
万
四
千
円

二
万
四
千
円

三
万
円

二
万
七
千
円

二
万
一
千
円

二
万
六
千
円

二
万
三
千
円

一
万
一
千
円

一
万
一
千
円

三
万
一
千
円

二
万
八
千
円

一
万
円

一
万
円

二
万
七
千
円

二
万
四
千
円

一
万
一
千
円

一
万
一
千
円

一
万
三
千
円

一
万
三
千
円

一
万
二
千
円

一
万
二
千
円
」

九
千
円

九
千
円

一
万
一
千
円

一
万
一
千
円

一
万
円

一
万
円
」

「
千
八
百
円
」
を
「
千
六
百
円
」
に
、
「
六
千
七
百
円
」
を
「
六
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
号
様
式
()表
、
第
五
号
様
式
の
二
()表
、
第
五
号
様
式
の
三
()表
、
第
五
号
様
式
の
四
()表
、
第
五

号
様
式
の
五
()表
、
第
五
号
様
式
の
六
()表
、
第
六
号
様
式
及
び
第
十
七
号
様
式
中
「印
」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
霊
園
条
例
施
行
規
則
の
様
式
（
こ

の
規
則
に
よ
り
改
正
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
な
お
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
海
上
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
九
十
三
号

東
京
都
海
上
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
海
上
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
規
則
第
二
百
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
七
号
を
削
る
。

第
四
条
第
三
号
中
「
同
条
第
七
号
に
規
定
す
る
海
上
公
園
施
設
」
を
「
都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和

三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
宿
泊
施
設
（
以
下
単
に
「
宿
泊
施
設
」

と
い
う
。
）
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
、
第
六
号
及
び
第
七
号
」
を
「
及
び
第
六
号
」
に
改
め
、
「
都
市
公
園
法
施
行

令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
）
第
五
条
第
六
項
に
規
定
す
る
」
を
削
る
。

別
表
第
一

一
の
項
中
「
千
百
五
十
五
円
」
を
「
千
七
百
三
十
二
円
」
に
、

「
東
京
都
立
新
木
場
公
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
一
月

五
百
十
五
円

を

東
京
都
立
フ
ェ
リ
ー
ふ
頭
公
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
一
月

五
百
三
十
円

」

「
東
京
都
立
新
木
場
公
園

一
平
方
メ
ー
ト
ル
一
月

五
百
十
五
円

」
に
、

「
千
百
四
十
円
」
を
「
千
五
十
七
円
」
に
、
「
九
百
十
五
円
」
を
「
八
百
四
十
七
円
」
に
、
「
八
百
八

十
八
円
」
を
「
八
百
九
十
五
円
」
に
改
め
、
同
表
二
の
項
中
「
八
万
一
千
五
百
円
」
を
「
五
万
四
千
四

百
円
」
に
、
「
十
六
万
六
千
五
百
円
」
を
「
十
一
万
八
千
二
百
円
」
に
、
「
十
一
万
六
千
八
百
円
」
を

「
九
万
二
千
二
百
円
」
に
、
「
七
万
二
千
五
百
円
」
を
「
五
万
七
千
円
」
に
、
「
三
十
九
万
三
千
六
百

円
」
を
「
三
十
二
万
六
千
八
百
円
」
に
、
「
四
百
五
十
二
万
八
千
円
」
を
「
四
百
四
十
四
万
八
千
六
百

円
」
に
、
「
二
百
十
一
万
四
千
百
円
」
を
「
百
九
十
一
万
七
百
円
」
に
、
「
七
十
六
万
五
千
四
百
円
」

を
「
六
十
八
万
六
千
九
百
円
」
に
、
「
三
十
三
万
八
千
百
円
」
を
「
十
七
万
六
千
八
百
円
」
に
、
「
三

百
九
十
四
万
七
千
三
百
円
」
を
「
三
百
八
十
九
万
三
千
円
」
に
、
「
二
百
五
十
三
万
九
千
二
百
円
」
を

「
二
百
四
十
九
万
一
千
三
百
円
」
に
、
「
四
万
五
千
九
百
円
」
を
「
一
万
七
千
三
百
円
」
に
、
「
六

万
二
千
円
」
を
「
二
万
一
千
二
百
円
」
に
、
「
七
十
七
万
三
千
九
百
円
」
を
「
三
十
五
万
九
千
六

百
円
」
に
、
「
百
六
十
六
万
八
千
百
円
」
を
「
百
六
十
四
万
四
千
四
百
円
」
に
、
「
三
万
七
千
五
百
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円
」
を
「
一
万
七
百
円
」
に
、
「
八
十
万
二
千
九
百
円
」
を
「
七
十
三
万
九
千
三
百
円
」
に
、
「
七
十

六
万
二
千
円
」
を
「
七
十
一
万
五
千
円
」
に
、
「
八
十
五
万
八
千
二
百
円
」
を
「
八
十
三
万
五
千
七
百

円
」
に
、
「
二
百
六
十
八
万
五
千
三
百
円
」
を
「
二
百
六
十
二
万
三
千
五
百
円
」
に
、
「
五
十
七
万
八

千
八
百
円
」
を
「
五
十
万
八
千
円
」
に
、
「
二
百
三
十
三
万
五
千
五
百
円
」
を
「
二
百
三
十
万
二
千
九

百
円
」
に
、
「
七
百
二
十
三
万
三
百
円
」
を
「
六
百
八
万
二
千
五
百
円
」
に
、
「
六
百
四
十
七
万
四
千

五
百
円
」
を
「
五
百
五
十
一
万
六
千
三
百
円
」
に
改
め
る
。

別
表
第
四
東
京
港
野
鳥
公
園
の
項
中
「
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
」
を
「
二
月
か
ら
十
月
ま
で

は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

十
一
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

ま
で
」
に
、
「
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
」
を
「
二
月
か
ら
十
月
ま
で
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
三
十
分
ま
で

十
一
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
」
に
改
め
る
。

別
表
第
五
中
「
千
百
四
十
六
円
」
を
「
千
百
四
十
九
円
」
に
、
「
八
百
十
九
円
」
を
「
八
百
二
十

円
」
に
、
「
二
百
四
円
」
を
「
二
百
五
円
」
に
、
「
五
百
十
二
円
」
を
「
五
百
十
三
円
」
に
、
「
千
二

十
四
円
」
を
「
千
二
十
六
円
」
に
、
「
四
百
九
円
」
を
「
四
百
十
円
」
に
、
「
八
千
百
九
十
二
円
」
を

「
八
千
二
百
八
円
」
に
改
め
る
。

別
記
第
一
号
様
式
中
「第

１
号
様
式

」
を
「別

記
第
１
号
様
式

」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
二
号
様
式
中

「所
所

管
属

を
「所
管
所
属

に
、
「台

作
者

帳
成
印

」
を
「台

帳
作
成
者

」

台
番

帳
号

」

台
帳
番
号

」

に
、
「記

載
者
印

」
を
「記
載
者

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
海
上
公
園
条
例
施
行
規
則
別
記
第

一
号
様
式
及
び
第
十
二
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、

な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
別
区
の
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公

布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
九
十
四
号

特
別
区
の
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

特
別
区
の
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
東
京
都
規
則

第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
十
三
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
「
同

条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
」
を

「
第
十
三
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
「
同
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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